








要約:横浜市と神奈川県域の小児慢性特定疾患の医療給付台帳にもとずく調査を,悪性腫瘍,

血液疾患,内分泌疾患につき行った。悪性腫瘍と内分泌疾患では,市と県域でほぼ同数に近

く,人口当りの頻度は市で高い傾向を見た。医療機関とのかかわりは,悪性腫瘍で専門医の

いる地域大学病院へ集中する傾向があり,急性・亜急性経過をとる予後良好な血液疾患で

は地域主要病院に分散していた。専門医がおり包括医療の行われる小児病院へは地域をこ

えて悪性腫瘍・慢性血液疾患の集中をみた。


